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＜患者様連絡事項＞
・松川　順子様～退院日が決定し、主治医より訪問看護とデイケアの指示が出ています。8/3（金）17時～18時の間で梅内先生より服薬指導があります。
・高山　英佐様～不眠時ハルラック20回分処方されています。
・長谷川　陽一様～疼痛時カロナール10回分処方されています。
・船田　泰子様～8/9（木）14時に市役所の担当者が生活保護受給者の定期訪問に来院されます。
・田端　希依子様～高橋皮膚科と同内容で皮膚科の薬が処方されました。
・市川　真紀子様～8/2（木）　9:30～外泊中です。8/5（日）　15:30帰院予定です。

＜馬渡Dr患者様診察情報＞
・田端　希依子様～幻聴はないが、気分のムラやイライラはあると診察時話しています。鼻腔拡張テープを睡眠時に貼付しているため、日中の眠気の観察をしていきましょう。
・西川　和恵様～ご家族とコンタクトをとり、退院支援を継続していきましょう。
・栃木　春子様～ご先祖様に憑りつかれているという被害妄想は変わらずあります。8/3の処方よりクエチアピンが中止となりルーランが増量となっているので精神症状の観察を継続していきましょう。また、本人より湿布の貼付の希望がありますが、貼りすぎないように注意しましょう。

・瀬川　高雄様～疼痛時のカロナールが10回分処方されました。頭痛が続く様であれば脳外科の受診を主治医より提案されました。幻聴は2週間前に比べると軽減されていると話しています。タスモリンを増量したことで手指の振戦は軽減されました。流涎等の副作用についても観察していきましょう。次回の外出の様子によって、退院を検討していきましょう。また、後見人制度の導入について、あんしんハウスに確認をし、ケースワーカーと連絡をとりながら相談をしていきましょう。
・阿部　文香様～月経日を忘れずにフローシートへ入力しましょう。記入漏れがないよう、月経があったら排尿回数を記入する際に印をつけてもらうようにしましょう。また、乳汁分泌等の症状の観察も継続しましょう。
・佐々木　康子様～注察感は変わらずあり、入浴はできないと話されています。家族とコンタクトをとり、外出訓練を継続して進めていきましょう。
・戸賀沢　潔様～他患者様との性的逸脱行為について指導をされています。主治医より、悪いことと自覚がありながら約束を守れなかったときは外出の取り消しも検討するよう提案がありました。また、約束が守れたらできたことをフィードバックしたり報酬を与えるといった報酬療法を取り入れるといった提案もありました。
＜要注目患者様ケース検討＞

・夏坂　浩美様～流涎が多くみられています。薬剤の影響も考慮し精神症状等も併せて観察を継続していきましょう。
・中居　松男様～朝食時に牛乳を希望されているため、買い物の際に購入してください。（月）2本、（水）2本、（金）3本購入しましょう。
・沼端　恵子様～昼食不食し、怒った口調での独語がみられていました。薬剤調整中のため、引き続き精神症状の観察を継続しましょう。必要時は頓服を使用しましょう。
